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＜ベッドコントロール＞
9/20佐々木　明津子様転入予定です。
＜病棟連絡事項＞
・9/16（木）～9/21（火）は馬渡Drがオンライン学会出席です。出勤はしますが、出張扱いです。
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～昨日主治医指示にて任意入院へ変更となる。
・山本　久美子様～田名部Drより不穏時のレボトミン20回分処方となる。
・成田　富士子様～ランタス注1キット処方となる。
・藤原　絵瑠久様～不安時ジアゼパム（5）5回分、吐き気時ナウゼリン10回分処方となる。
・佐々木　章洋様～不穏・不眠時リスパダール内用液（0.5）10回分処方となる。
・飯岡　未来様～ヒアルロン酸点眼液1本処方となる。
・佐々木　一様～右大転子部の疼痛訴えあり、X-P指示あり、午前中実施。

・高橋　信一様～初外来までに退院時処方が足りず2日分追加で処方となる。
・澤代　榮子様～八戸赤十字病院からの診療情報提供書はスキャンをかけている。
　　　　　　　　CD-ROMは検査でデーターを取り込んでくれる。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～掻き込み摂取は持続していますがむせ込みや嚥下不良は無し。スタ
ッフ介入に対する拒否も無く落ち着いている。発語は少なく接触性
の低下は持続。危険行動に注意し精神症状の観察を続けていく。
・藤原　絵瑠久様～昨日は不安感が強まり入浴中に嘔吐する事があり。希死念慮や危険行動は無い。本日は焦燥感や不安感持続しているも身体的な症状は見られず。引き続き突発的な行動に注意し精神症状の観察を続けていく。
・佐々木　一様～一昨日自室にて倒れているのを発見。右大転子部痛あり。主治医指示にて下肢部レントゲン施行し異常所見無し。やや傾眠傾向の為、見守り介入要す。立位、座位可能だが歩行やや不安定さあり。引き続き身体症状も併せ観察していく。
・河村　哲久様～咋準より退院に関する訴え頻回に聞かれ説明にも理解乏しく粗暴性
あり。本日も同訴え聞かれオートドアを叩く、介入したスタッフへ
掴みかかる粗暴行為あり。スタッフ数名にて対応し訴え傾聴、不穏
時レボトミン（25）1T内服。その後もやや粗暴的な行動はあるがス
タッフへの攻撃性は無い。訴え都度傾聴し必要であれば継続指示薬
内服促し、精神症状の観察を続けていく。
・大久保　貴之様～特定男性患者様より挑発されたと訴えあり。他罰的でスタッフ説
明に対しても理解の乏しさ見られる。トラブルは無いが観察要す。
・佐々木　章洋様～継続指示薬内服多い。診察後より自己中心的な要求が増え、他患者様への挑発行為もあるとの情報提供あり（事実関係は不明）。頓服についての指導を行っており、引き続き精神症状に注意し観察していく。
・大久保　すい様～昨準歯磨きに関する訴え聞かれ一時的に易怒的となることあり。本日も被毒妄想に関する言動聞かれ現実検討を促している。理解乏しくやや表情険しさあり。大声を上げる事は無い。メイバランス2.0は手をつけない為、メイバランス（1-1-0）へと戻し豆の富1/3ずつ提供することとなっている。引き続き精神、身体症状の観察を行っていく。
＜金Dr．患者様情報＞
・佐々木　一様～夜間声高さや睡眠状況の不安定さある事報告。処方変更なく、都度
継続指示薬での対応する様にとの事。
・赤坂　キミ様～夫が施設に入所したと情報提供があったが事実関係は不明。次回来
院時家族の状況確認するよう指示あり。
・鳴瀬　裕之様～処方変更無し。
・飯岡　未来様～奇異行動や妄想活発であること報告。処方変更なく引き続き精神症状の観察、継続指示薬での対応をとの事。
・高橋　信一様～自己服薬管理のセット間違えないように主治医より指導している。
処方変更は無い。
・中村　聡様～保佐人より届いた手紙を主治医へ見せ訴え聞かれているが現在の状態
ではすぐ退院にはつながらないと説明されている。処方変更無し。
・佐々木　章洋様～外泊については母様疲弊がある為、すぐに行わないとの事で主治医より説明している。また北病棟移動に関しては入院に関する理解乏しい為、医療保護入院を継続するとの事。処方変更無し。
・沼山　真紀子様～北病棟については現段階では移動不可。任意へは切り替え行っている。処方変更無し。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・西川　和恵様～排便状況や排尿状況など身体状況も観察していくようにとの指示あ
り。処方変更無し。
・澤代　榮子様～左頬痛が再出現した際には継続指示で対応し、それでも痛みが引か
ない場合には日赤病院持参薬再開していくとの事。処方変更無し。
・神田　直樹様～仮にアパートに退院できた後は就労サービス（週3回程度）・訪看・デイケア（週2回程度）を導入する事を説明受けている。また、退院後の生活（食事・家事・金銭管理）をイメージしていくように説明される。処方変更無し。
・佐々木　康子様～食事摂取は出来る限り行うよう説明受けている。処方変更無し。

・阿部　文香様～日曜日粗暴行為があった事を情報提供。調子について問われると「良
い時と悪い時がある」「悪いときは字が書けなくなる」とにやつき　ながら返答している。処方変更無し。
